
 借入金管理特別会計款別一覧表

金　　　　額 構成比

％ ％

46.8

2 17,574,400,000 53.2

36,450,390,000 100.0

％

2

歳　　入

予 算 現 額

当 初 予 算 額

構成比 金      額
補正予算額

繰 越 事 業 費
繰 越 財 源
充 当 額

計

1 繰 入 金 18,875,990,000 △ 161,679,000 18,714,311,000 51.8

市 債 48.2 △ 923,876,000 4,635,400,000 21,285,924,000 

歳  入  合  計 100.0 △ 1,085,555,000 4,635,400,000 40,000,235,000 

歳　　出

予 算 現 額

当 初 予 算 額

補 正 予 算 額
金　　　　額 構成比

1 繰 出 金 17,574,400,000 △ 923,876,000 4,635,400,000 

繰越事業費
繰　越　額

歳  出  合  計 36,450,390,000 100.0 △ 1,085,555,000 4,635,400,000 

公 債 費 18,875,990,000 51.8 △ 161,679,000 

48.2

款 別

区 分

款 別

区 分
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％ ％ ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

（単位　円）

調   定   額 決   算   額

不  納
欠損額

収入未済額

還  付
未済額金　　額構成比金      額 構成比 収入済額 構成比

調定額
対　比

予算現
額対比

18,695,933,513 18,695,933,513 56.7 56.7 100.0 99.9

43.3 14,283,200,000 43.3 100.0 67.114,283,200,000 

100.0 32,979,133,513 100.0 100.0 82.432,979,133,513 

（単位　円）

決   算   額

翌　年　度
繰　越　額

不   用   額

構成比
金      額 構成比

予算現
額対比

金      額

計

支 出 済 額 構成比

40,000,235,000 

99.7

18,714,311,000 46.8 18,695,933,513 56.7

21,285,924,000 14,283,200,000 1,516,000,000 5,486,724,000 53.2 43.3 67.1

100.0100.0 32,979,133,513 100.0 82.4 1,516,000,000 5,505,101,487 

99.9 18,377,487 0.3
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一般会計への繰出金

業費を繰り越したものである。

　この繰越事業費に係る歳入歳出決算の状況は次のとおりで、本繰越事業は完了した。

歳　入
（単位　円）

款 項

2 4,635,400,000

1 4,635,400,000

2 民 生 債 79,600,000

1 民 生 債 79,600,000

4 土 木 債 6,500,000

1 土 木 債 6,500,000

5 消 防 債 22,800,000

1 消 防 債 22,800,000

6 教 育 債 3,715,100,000

1 教 育 債 3,715,100,000

11 災害復旧債 811,400,000

1 災 害 復 旧 債 811,400,000

4,635,400,000

79,600,000

79,600,000

0

0

0

0

79,600,000

79,600,000

6,500,000 6,500,000

6,500,000 6,500,000

665,100,000 665,100,000

1,682,400,000 1,682,400,000

1,682,400,000 1,682,400,000

市 債 2,433,600,000 2,433,600,000

市 債 2,433,600,000 2,433,600,000

令和元年度（2019年度）借入金管理特別会計繰越明許費決算調書

事業名

　一般会計の補正に伴い年度内に予算化したが、年度内執行が不可能なことから、令和2年度（2020年度）に事

科            目 繰 越 事 業 費
繰 越 財 源
充 当 額

収　入　済　額
支 出 済 額 へ の

目 節 充     当     額

665,100,000

計 2,433,600,000 2,433,600,000

665,100,000
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歳　出
（単位　円）

款 項
繰 越 事 業 費
繰 越 額

流 用
増 △ 減 額

計

1 4,635,400,000 4,635,400,000 2,433,600,000 2,201,800,000

1 4,635,400,000 4,635,400,000 2,433,600,000 2,201,800,000

1
一 般 会 計
繰 出 金

4,635,400,000 4,635,400,000 2,433,600,000 2,201,800,000

28 繰 出 金 4,635,400,000 4,635,400,000 2,433,600,000 2,201,800,000

4,635,400,000 4,635,400,000 2,433,600,000 2,201,800,000

繰 出 金

市 債 繰 出 金

計

科            目 予   算   現   額
支 出 済 額 不 用 額

目 節
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一般会計への繰出金

　一般会計の補正に伴い年度内に予算化したが、年度内での事業完了が不可能なことから、事業費を繰り越したもの

である。

款 1　繰出金

項 1　市債繰出金

目 1　一般会計繰出金

（単位　円）

既 収 入

財 源 国 庫 支 出 金 都 支 出 金 市 債 そ の 他

27
(28) 504,000,000

注　科目の（　）は令和2年度（2020年度）の予算科目番号

繰 出 金 504,000,000

令和2年度（2020年度）借入金管理特別会計繰越明許費繰越調書

事 業 名

節
翌 年 度

繰 越 額
未 収 入 財 源

左 の 財 源 内 訳
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下水道事業会計への繰出金

　下水道事業会計において、地方公営企業法第26条第1項の規定により予算を繰り越したことから、事業費を

繰り越したものである。

款 1　繰出金

項 1　市債繰出金

目 3（4）　下水道事業会計繰出金

（単位　円）

既 収 入

財 源 国 庫 支 出 金 都 支 出 金 市 債 そ の 他

27
(28) 1,012,000,000繰 出 金 1,012,000,000

令和2年度（2020年度）借入金管理特別会計予算繰越計算書

事 業 名

節
翌 年 度

繰 越 額

左 の 財 源 内 訳

未 収 入 財 源

注　科目の（　）は令和2年度（2020年度）の予算科目番号
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（単位　円）

( 予 算 現 額 ) 当年度決算額

<前年度決算額>

1 繰入金

他会計繰入金 財政課 (18,714,311,000) 18,695,933,513

<19,548,928,589>

（1）一般会計繰入金

（2）土地取得事業特別会計繰入金

（3）駐車場事業特別会計繰入金

（4）下水道事業会計繰入金

　※各会計における公債費元金及び利子の繰出額の合計

2 市債

市債 財政課 (21,285,924,000) 14,283,200,000

<19,701,600,000>

（1）総務債

（2）民生債

（3）衛生債

（4）土木債

（5）消防債

（6）教育債

（7）臨時財政対策債

（8）下水道債

（9）災害復旧債

（10）猶予特例債

（11）特別減収対策企業債

※借入先内訳は、115・116、571ページのとおり

13,600,000

借 入 金 管 理 特 別 会 計 歳 入

11,571,309,351

79,648,835

109,329,198

2,122,800,000

1,373,700,000

680,000,000

400,000,000

6,935,646,129

226,000,000

2,259,200,000

2,583,400,000

219,200,000

305,300,000

4,100,000,000
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【繰越明許費分は578～581ページ参照】

1 繰出金 財政課 (21,285,924,000) 14,283,200,000

（1）一般会計への繰出金 12,895,900,000 <19,701,600,000>

（2）下水道事業会計への繰出金 1,373,700,000 市債 14,283,200,000

（3）駐車場事業特別会計への繰出金 13,600,000

※令和元年度(2019年度)繰越明許費分《2,433,600,000》を含む。

※令和3年度(2021年度)への繰越明許費分〈504,000,000〉を含まず。

※令和3年度(2021年度)への予算繰越分〈1,012,000,000〉を含まず。

※下水道事業特別会計が公営企業会計に移行したことに伴い、

　令和元年度(2019年度)出納整理期間中に借り入れた公営企業会計適用債

　110,200,000円分、下水道事業会計側の繰入金額と差異が生じる。

2 公債費 財政課 (18,714,311,000) 18,695,933,513

（1）元金 <19,548,928,589>

　ア　一般会計元金 10,906,158,637 繰入金 18,695,933,513

　イ　土地取得事業特別会計元金 78,812,500

　ウ　駐車場事業特別会計元金 107,950,883

　エ　下水道事業会計元金 6,064,467,017

　本会計で収入した各会計の市債について、同額を各会計に繰り出すと
ともに、各会計の市債の元金及び利子の償還を本会計で一括して行うこ
とで、市債管理の透明性を高めた。
　なお、一般会計の補正に伴い年度内に予算化したが、年度内での事業
完了が不可能なことから、事業費を翌年度に繰り越したほか、下水道事
業会計において、地方公営企業法第26条第1項の規定により予算を繰り
越したことから、事業費を翌年度に繰り越した。
　また、前年度から繰り越した本事業については、計画どおり完了し
た。

　うち繰越明許費分《2,433,600,000》

（単位　円）

( 予 算 現 額 ) 当 年 度 決 算 額

<前年度決算額>

繰 入 金 市 債 執 行 率

18,695,933,513 14,283,200,000 82.4％

主 要 な 施 策 の 成 果 ・ 事 務 報 告 書

決 算 額

32,979,133,513

借 入 金管理
特 別 会 計
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（2）利子

　ア　一般会計利子 665,150,714

　イ　土地取得事業特別会計利子 836,335

　ウ　駐車場事業特別会計利子 1,378,315

　エ　下水道事業会計利子 871,179,112

※現債額及び償還額は22～25ページのとおり
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